
日揮度費高知陣、連動新患」祐一え留硯斜鶴廓か刃や㍉如稀か和一2‾幻〉」紺／r・夙タ∂
毎　を　印之やユタ　も撞砲那町J仰づ　〟♂・宰如

月2ヲβ（白）には

訪碕縫針頑か中・

琶脇観紗・
訝、′Jハ。，崇蒜梨。醜シーば

伊笹恥か昭・・ミドル井、隼摘立。

卵路傍や街痴軋後者令も由と。
ぜひ．かこりひり軒ジ卑卯モr

月ヨ∂日〔日日1時～
♪西斉車粗1、、

を乾草曾′、一日Ⅱ

g月ヨ用　摘）千後∈暗～

押舞う強食梯軒にて・

竜的頑はご塊鳴く′ゴーさい。

纏い占之紗－J♂‘〆締れ、）

南似稲碓士．薄青織．弊陣が
打か・し諷手も

てくてく草書己十
窮たしのノ

安野づソ庖署の蓼で・すこ8衆温痛い

のとし裾ヰ確園断ひけ画魂躯疎

い桝乳叫のr州二・勤がわい椚牛

フし＼二二1－ス相島も廟に存1て
しわ電叩二。卵′才・甑’今でき鳩車わ

かか、の正釦易。画の形が・祓，れぼ東

鶴寺碑も・お如叙癖イベ、1を仁一

諾意琵馨艶
＼

坤は掠れ当山

一散争動ま廃寮に

÷言二三千
列島官ゆきがす原村だ萄て∵
覇者政権零封Llつがましキク。

ー
ト
∵
」
う
り
巧
す
っ
か
り
暗
く

な
っ
て
妻
し
訪
憂
え
一
寄
り

・
≡・

告
重
苦
二
左
等
今
．
肇
衝

摘
庫
．
東
低
周
年
を
句
の
丑
錫

甲
ワ
・
与
嘩
碧
雷
京
王
汗
を

せ
製
麻
か
か
ま
し
告
．
日
尋

常
鹿
骨
、
民
主
覚
・
姫
尾
登
．
新

組
合
常
か
う
各
署
凋
山
で

っ
了
朴
も
養
倉
と
レ
て

厨
嘉
目
す
言
し
か
誓
」
と
拍
ズ

き
し
ト
．
官
の
貨
や
警
棒

警
句
ボ
鍔
も
軍
畑
夕
牙
の
像

令
の
覇
気
を
什
墜
町
三
園

密
売
牒
急
く
′


